













的には，食の外部化率 2）は 1975 年では 28.4%であったが，その後おおよそ上昇し続け，2006 年には
42.9%となり過去最高の割合を示した．一方，外食率 3）は，1975 年では 27.8%であったものが，1991
年と 1997 年に 37.8%という最高の割合を示し，その後 2004 年 34.0%まで下降し，2006 年には 34.9%
となっている（外食産業総合研究センター，2008）．このように食の外部化の割合は増加する一方で，外
食率は 1990 年代後半以降横ばいの状態となっていることから，1990 年代後半より中食の割合が増加し
ていることが理解できる．
このような食の外部化について食料支出額の側面と栄養，健康の側面からからみてみる．まず，食料
支出額における中食と外食の支出額の割合では年代別の推移が異なっている． 2006 年における 1 世帯

























もつ女性の食行動，意識に関する面接調査（岩村，2003）と， 1965 ～ 74 年生まれの女性の食生活に関
する面接調査（斎藤，1999）から，20 代後半～ 40 代前半の母親の食意識・食行動の特徴として 4 つを
指摘している．第１は手作りへのこだわりの希薄化，第 2 はサプリメント等の使用，メディアで取りあ

























4）食 の 安 全 性 が 問 わ れ る 事 件 に 関 す る 日 本 で の 代 表 的 な 報 道 は，2001 年 の 牛 海 綿 状 脳 症 (Bovine Spongiform 
Encephalopathy:BSE) 問題，雪印牛肉偽装事件，2007 ～ 2008 年に各地で起きた原材料偽装，産地偽装，消費期限・賞
味期限偽装などの食品偽装事件に関するものである．岩村 (2003) の調査期間は，1998 年 8 月～ 2002 年 9 月であり，







討課題は次の 3 点である．第 1 は，食行動・食態度についての新たな尺度の妥当性・信頼性を検討する．
第２は，本研究における尺度とすでに標準化された尺度である The Dutch Eating Behavior Questionnaire 
（以下 DEBQ: Van Strien, Frijters, Bergers, & Defares ,1986）の日本語版（今田，1994）の３尺度である







質問紙は，①食の優先順位について，大問 4 項目，小問 50 項目，②日常的な使用金額について 6 項目，
③食態度・食行動について 55 項目，計 111 項目であった．
①食の優先順位については，菓子の購入時，昼食の購入時，飲料の購入時，日常生活での金銭使用の 4
状況における優先順位を尋ねた．菓子，昼食，飲料については優先事項 13 項目のうち上位 3 項目を






常の食態度・食行動に関する質問 29 項目（健康維持に関する質問 2 項目を含む），幼少期から大学
入学まで家族の食事を作ってくれた者が誰か，食事を作ってくれた者の食態度・食態度に関する質問
6 項目，計 55 項目であった．評価については，購入・摂取頻度に関する 19 項目では，「月 1 回以下」・




日本語版 DEBQ（今田，1994）は，抑制的摂食，情動的摂食，外発的摂食の 3 尺度から構成されており，
質問項目はそれぞれ 10 項目，13 項目 10 項目の計 33 項目であった．評価は，「まったく（そうで）ない」，「ほ
とんど（そうで）ない」，「ときどき（そうで）ある」，「しばしば（そうで）ある」，「いつも（そうで）あ
5）抑制的摂食とは，摂食を抑制する傾向 (Herman & Polivy, 1980) を示すもの，情動的摂食は，怒り，恐怖，不安などの内
的覚醒状態の高まりによって喚起される食行動の傾向 (Kaplan & Kaplan, 1957; Bruch, 1961)，外発的摂食は，食べ物の
味やにおいなどの外的刺激によって喚起される食行動の傾向 (Schacter, Goldman & Gordon, 1968) をいう．
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る」の 5 件法であった．この他に自己報告による身長と体重に基づいて，Body Mass Index（以下 BMI） ｛（体
重 / 身長 2）*10000｝を算出した．
（2）調査対象者
東京都区内にある私立大学（2 大学）に在籍した 490 名（男性 264 名，女性 221 名，性別不明 5 名）
を対象とした．本研究での分析対象は，食態度・食行動において 5 件法で回答する質問 54 項目に欠損値
がない者であり，男性 238 名，女性 201 名，計 439 名となった．
平均年齢は，男性 19.67 歳（SD 1.32），女性 19.76 歳（SD 1.18）であった．平均身長は，男性 171.67cm（SD 
5.61） ，女性 158.92cm（SD 5.14），平均体重は，男性 63.52Kg（SD 9.69），女性 51.76 Kg（SD6.61），
平均 BMI は，21.51 （SD 2.75），20.46 （SD 2.25）であった．
居住形態は，親元で暮らす者 313 名（71.30%），一人暮らしの者 95 名（21.64%），その他 29 名（6.61%），
不明 2 名（0.46%）であった．
幼少期から大学入学まで家族の食事を作ってくれた者は，母親 393 名（79.72%），父親 4 名（1.02%），




89.59%であった．調査時期は 2007 年 1 月であった．
（4）分析
１）食の優先順位
菓子，昼食，飲料の 1 位から 3 位の項目に対して順に 1 ～ 3 を代入し，無記入の項目には 0 を代入した．
日常生活についての優先順位は 1 位から 5 位の項目には順に 1 ～ 5 を代入し，無記入の項目には 0 を代
入した．さらに後の統計処理に配慮し，日経リサーチ（2004）によるスコアリング法を利用して，順序
尺度で得られた回答を間隔尺度に変換し，優先順位得点とした．本スコアリング法では，全部で N 個存
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1 ～ 5 を代入した．購入・摂取頻度に関する 19 項目，日常の食態度・食行動に関する 29 項目それぞれ
については，複数の因子が想定されるため因子分析をおこなった（主因子法，直交解 Varimax 回転の後








相関係数，性差の検討には独立した 2 群の t 検定を用いた．
分析には，統計解析ソフト R.2.8.0 と SAS ver9.1 を用いた
３．結果
（1）食の優先順位について








（t=2.38, p<.05），「カロリー」（t=4.58, p<.001）の優先順位得点が高く，「量」（t=3.31, p<.01）の優先順
位得点が低いことが示された．昼食においては，女性が男性より「カロリー」（t=7.21, p<.001），「味の種類・
具材」（t=3.07, p<.01）の優先順位得点が高く，「量」（t=5.30, p<.001），「値段」（t=3.09, p<.01）の優先
順位得点が低いことが示された．飲料については，女性の方が男性より「カロリー」（t=5.35, p<.001），「味
の種類」（t=2.58, p<.05）の優先順位得点が高く，「おいしさ」（t=3.97, p<.001），「量」（t=2.27, p<.05）
の優先順位得点が低いことが認められた．日常生活については，女性の方が男性より「ファッショングッ








全体 n=436 男性  n=237 女性  n=199
優先事項 Mean SD Mean SD Mean SD t 値
菓子
1 おいしさ 22.23 12.62 23.40 12.41 23.03 12.88 0.31 
2 CM 1.32 5.26 1.23 4.88 1.42 5.69 0.35 
3 メーカー名 0.45 2.61 0.55 2.94 0.33 2.15 0.91 
4 季節限定商品 3.38 7.73 2.56 6.79 4.36 8.64 2.38 *
5 量 4.97 8.18 6.13 8.76 3.59 7.23 3.31 **
6 値段 14.56 11.62 15.54 11.59 13.39 11.57 1.93 †
7 パッケージ 1.59 5.51 1.60 5.45 1.58 5.59 0.04 
8 食品添加物 0.52 3.44 0.64 3.94 0.38 2.75 0.81 
9 カロリー 3.23 7.76 1.65 5.66 5.12 9.35 4.58 ***
10 新商品 3.43 7.92 3.11 7.80 3.81 8.05 0.92 
11 味の種類 7.08 11.20 7.04 11.10 7.13 11.34 0.09 
12 栄養素 0.75 4.22 0.91 4.59 0.54 3.73 0.93 
13 その他 0.50 3.56 0.64 3.81 0.33 3.25 0.93 
昼食
14 おいしさ 19.28 12.37 19.70 12.07 18.78 12.72 0.77 
15 CM 0.25 2.42 0.32 2.52 0.16 2.30 0.68 
16 メーカー名 0.17 1.55 0.23 1.85 0.11 1.08 0.84 
17 季節限定商品 0.45 2.61 0.27 1.98 0.65 3.20 1.45 
18 量 9.94 10.45 12.30 10.73 7.13 9.39 5.30 ***
19 値段 19.78 12.03 21.39 11.37 17.86 12.54 3.09 **
20 パッケージ 0.27 1.70 0.37 1.96 0.16 1.32 1.28 
21 食品添加物 0.47 3.21 0.41 3.21 0.54 3.22 0.43 
22 カロリー 4.05 9.03 1.19 4.52 7.46 11.54 7.21 ***
23 新商品 0.89 4.32 0.82 3.77 0.98 4.89 0.37 
24 味・具材の種類 6.76 11.05 5.26 9.85 8.55 12.10 3.07 **
25 栄養素 1.84 6.18 1.55 5.33 2.18 7.05 1.02 
26 その他 0.84 5.91 1.19 7.37 0.44 3.42 1.40 
飲料
27 おいしさ 21.01 12.59 23.19 11.38 18.40 13.47 3.97 ***
28 CM 0.87 4.16 0.69 3.46 1.09 4.87 0.98 
29 メーカー名 1.59 5.51 1.37 5.00 1.85 6.07 0.89 
30 季節限定商品 1.47 5.01 1.23 4.67 1.74 5.38 1.04 
31 量 5.69 9.13 6.58 9.68 4.63 8.32 2.27 *
32 値段 13.21 12.43 13.89 12.37 12.41 12.48 1.23 
33 パッケージ 1.07 4.43 1.01 4.34 1.14 4.54 0.32 
34 食品添加物 0.40 3.00 0.55 3.69 0.22 1.87 1.21 
35 カロリー 3.55 8.72 1.46 5.36 6.04 11.03 5.35 ***
36 新商品 2.82 7.22 2.99 7.62 2.61 6.73 0.54 
37 味の種類 11.14 12.78 9.70 12.06 12.85 13.43 2.58 *
38 栄養素 1.76 6.31 1.55 5.78 2.01 6.89 0.75 
39 その他 0.32 3.84 0.59 5.20 0.00 0.00 1.76 †
表 1　食に関する優先順位についての基本統計量および性差の t 検定結果
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全体 n=436 男性  n=237 女性  n=199
優先事項 Mean SD Mean SD Mean SD t 値
日常生活
40 ファッショングッズ 12.03 7.76 10.79 7.77 13.51 7.50 3.69 ***
41 携帯電話 3.26 5.85 3.45 5.83 3.03 5.88 0.74 
42 音楽・映画 5.81 6.67 7.28 6.95 4.06 5.88 5.24 ***
43 雑誌・書籍 5.18 6.75 5.93 7.09 4.27 6.21 2.57 *
44 文具，雑貨 1.23 3.52 0.97 3.11 1.53 3.94 1.61 
45 交際費 10.58 7.81 10.50 8.08 10.68 7.51 0.24 
46 普段の飲食費 9.60 7.63 10.22 7.40 8.87 7.86 1.84 †
47 旅行 1.45 4.21 2.08 5.13 0.71 2.56 3.62 ***
48 習い事 0.43 2.43 0.39 2.05 0.47 2.82 0.31 
49 美容 3.08 5.15 0.95 2.78 5.61 6.10 9.95 ***
50 日用品 2.35 4.57 2.43 4.56 2.26 4.60 0.39 












表 2 は日常の使用金額に関する基本統計量を示したものである．1 ヶ月間に自由に使用できる平均金
額は，42,520 円（SD 30,896），昼食代は 561 円（SD 561），夕食代は 1,104 円（SD 1,854），菓子代は
259 円（SD 505），1 ヶ月間の携帯使用料は 8,265 円（SD 4,549）であった．これらの金額について性差
を検討するために t 検定を実施したところ，すべての項目において有意差は認められなかった．
また，携帯電話料金の支払者は，本人が 149 名（33.94%），家族が 278 名（63.33%），不明が 12 名（2.73%）
であった．






全体 男性  女性  
金額 ( 円 ) n Mean SD n Mean SD n Mean SD t 値
1 自由に使用できる金額（1 ヶ月） 431 42520.00 30896.00 236 43811.00 33630.00 195 40959.00 27226.00 0.97 
2 昼食代（一食あたり） 437 560.73 958.00 236 606.00 1287.00 201 507.56 220.48 1.16 
3 夕食代（一食あたり） 433 1104.00 1854.00 235 1068.00 2436.00 198 1146.00 696.05 0.47 
4 菓子代（1 回あたり） 435 258.56 505.01 235 273.64 677.84 200 240.85 123.91 0.73 
5 携帯電話支払金額（1 ヶ月） 430 8265.00 4549.00 246 8271.00 5100.00 194 8258.00 3786.00 0.03 
表２　使用金額の基本統計量および性差の t 検定結果
自由に使用できる金額 昼食代 夕食代 菓子代
n r n r n r n r
自由に使用できる金額 431 1.000
昼食代 429 .301 *** 437 1.000
夕食代 426 .353 *** 433 .905 *** 433 1.000
菓子代 428 .260 *** 435 .922 *** 432 .833 *** 435 1.000
携帯使用料 423 .219 *** 429 .102 * 426 .129 ** 428 .079





2 因子以上で .30 以上となった項目，クロンバックのα信頼性係数（以下，α係数）を下げる項目を削除
した．その結果，購入・摂取頻度については 6 項目，日常の食態度・食行動については 10 項目が削除さ
れた．概念的な整合性，スクリープロットの変化から購入・摂取頻度，日常の食態度・食態度についての













家族の食事を作ってくれた者についての食態度・食行動では，第 1 主成分が .30 未満となった 1 項目
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が削除された（表 6）．家族の食事を作ってくれた者の約 8 割が母親であり，その者が料理を作ることが
苦手で，中食利用が多く，食品添加物に対する配慮が低いことを示す項目から構成されていることから，「料
理することや食への母親の消極的態度」と命名した．
以上の過程を経て，購入・摂食頻度の第Ⅰ因子から第Ⅳ因子を Scale1 ～ 4，日常の食態度・食行動の
第Ⅰ因子～第Ⅳ因子を Scale5 ～ 8，料理することや食への母親の消極的態度の因子を Scale9 とし，各尺
度を構成している項目の和得点（逆転項目は逆換算）を各尺度得点とした．表 7 は，食態度・食行動の
9 尺度の基本統計量，尺度間相関，α係数を示したものである．α係数は，.47 ～ .78 の範囲であった．
Scale1 ～ 3,5,6 の 5 尺度のα係数は許容できる範囲であったが，Scale4,7 ～はα係数が .60 を下回り，十
分な値とはいえなかった．
質問項目 F1 F2 F3 F4 h2
第Ⅰ因子　コンビニでの飲食物の購入頻度
11 食べ物・飲み物をコンビニエンスストアで購入する。 .71 -.05 .00 .12 .56
12 朝食または昼食または夕食をコンビニエンスストアで購入する。 .69 -.11 .11 -.08 .58
第Ⅱ因子　内食頻度
2 自分または家族が作った朝食を食べる。 .15 .72 .04 -.15 .55
3 自分または家族が作った昼食を食べる。 -.11 .68 -.03 .16 .48
4 自分または家族が作った夕食を食べる｡ -.00 .53 -.20 .02 .36
第Ⅲ因子　外食頻度
7 夕食を飲食店で食べる。 .06 -.23 .58 -.04 .46
6 昼食を飲食店で食べる。 .01 -.14 .53 -.02 .33
18 カフェ（スターバックス、ドトールなどのスタイル）を利用する。 .15 .05 .52 .01 .32
5 朝食を飲食店で食べる。 -.08 .06 .42 .29 .24
17 ファーストフード店（ハンバーガー、フライドチキン、牛丼など）を利用する。 .06 -.14 .40 .22 .30
第Ⅳ因子　中食頻度
10 夕食には、手を加えずに食べられるもの（お湯を注ぐだけのカップ入りのインスタント食品も含む）を買って、自宅または外出先に持ち帰って食べる｡ .09 -.21 -.02 .58 .49
8 朝食には、手を加えずに食べられるもの（お湯を注ぐだけのカップ入りのインスタント食品も含む）を買って、自宅または外出先に持ち帰って食べる｡ .11 .02 -.02 .46 .24
16 カップ麺、カップスープ、袋入りのラーメンなどのインスタント食品やレトルト食品を食べる。 .20 -.04 .05 .33 .20
削除項目
9 昼食には，手を加えずに食べられるもの（お湯を注ぐだけのカップ入りの  インスタント食品も含む）を買って、自宅または外出先に持ち帰って食べる｡ .54 .02 -.21 .36 .47
*13 飲み物を持ち歩く。 .42 .29 .20 -.07 .26
*14 あめ・ガム・チョコレートなどのお菓子を持ち歩く。 .35 .25 .25 .01 .22
*1 朝食と昼食の兼用の食事をする。 -.11 -.28 .13 .25 .20
15 デパート地下・スーパー・惣菜店・弁当屋の惣菜や弁当などを購入する。 -.04 .05 .30 .43 .26





質問項目 F1 F2 F3 F4 h2
第Ⅰ因子　ダイエットへの関心
44 体重または体脂肪の変化が気になる。 .81 -.08 .14 .11 .59
42 できるだけスリムな体型になりたい。 .79 -.13 .23 .12 .56
38 夜遅くに飲み食いをしないようにしている。 .39 -.08 -.27 .01 .25
35 どうしても食べたいものが高カロリー、高脂肪であっても気にせず食べる。 -.45 .04 .13 .27 .35
第Ⅱ因子　健康食品の摂取
26 お菓子・デザート・飲み物を選ぶとき、「ビタミン C」入りや「カルシウム入り」という表示があるものを買う。 .16 .58 .12 -.05 .41
31 ビタミンが不足しないよう野菜ジュースや果汁 100％ジュースを飲む。 -.13 .58 -.05 .00 .30
30 自分に不足しがちな栄養素は、サプリメントで補う。 -.03 .55 .18 -.06 .26
25 テレビなどで身体によいと紹介された食べ物・飲み物は、試してみる。 .21 .46 -.06 .27 .42
第Ⅲ因子　食べ物の安全性への無関心
27 インスタント食品やレトルト食品は日常生活に欠かせない。 -.12 .18 .44 -.08 .19
47 自分で料理を作ることはおっくうだ。 .04 -.07 .39 -.20 .14
28 食べ物の味がうすいと物足りなく感じる。 -.05 .25 .39 .05 .18
48 食べ物・飲み物を選ぶとき、原材料名の表示は気にしない。 -.22 -.10 .38 .07 .32
37 食べ物・飲み物がおいしいければ、他のこと（栄養、食品添加物）は気にならない。 -.29 -.03 .33 .27 .42
41 自分が食べる料理に使用されている野菜・お肉などの素材にどれぐらい農薬等が残っているかが気になる。 .14 .17 -.34 .03 .24
39 自分に必要な栄養は、できるだけ肉、魚、野菜などを食べて補う。 -.05 .10 -.46 .17 .20
第Ⅳ因子　食への興味・関心
40 食べることは、生活の中で楽しみだ。 .08 -.00 -.15 .53 .25
20 テレビ、雑誌等で「おいしいお店」「おいしい食べ物」が紹介されると実際に行ったり、買ったり、取り寄せたりする。 -.01 .24 -.17 .46 .25
21 何か興味があることがあれば、食べることを忘れてしまう。 -.13 .16 .19 -.36 .13
22 食べ物・飲み物にはできるだけお金をかけないようにしている。 .15 -.11 .04 -.43 .19
削除項目
33 食べ物・飲み物を選ぶとき、カロリーや栄養素の表示を確認する。 .53 .35 -.10 -.04 .63
29 体脂肪を燃やすお茶を見つけたときは買う。 .45 .35 .15 .18 .46
23 自分が 1 日の中でどれぐらいの栄養を摂取する必要があるかを気にしながら食べる。 .31 .39 -.18 -.19 .52
24 賞味期限が過ぎたものは口にしない。 -.04 .18 .13 .09 .05
*45 何かをしながら（例：テレビ、ゲーム、読書等）食べることがある。 .16 .05 .30 -.07 .08
32 1 日に 1 食、栄養バランスが取れた食事をすれば十分だ。 -.08 .26 .29 -.09 .10
46 おなかがいっぱいになれば、多少おいしさに欠けても満足である。 -.04 .10 .29 -.23 .08
36 風邪をひきかけたら、薬を飲む。 .07 .07 .27 -.06 .05
34 欠かさずしている運動がある。 -.13 .11 -.28 .15 .08















9 尺度において性差があるか検討するために，t 検定をおこなった（表 8）．その結果，女性の方が男性
より，購入・摂食頻度では，コンビニでの食べ物の購入頻度が高く（t=2.82, p<.01），外食頻度が少ない
こと（t=2.49, p<.05），日常の食態度・食行動では，ダイエットへの関心が強く（t=8.09, p<.001），栄養
項目数 Mean SD Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ α
Scale1 コンビニでの食べ物の購入頻度 2 6.93 1.94 1.00 .778
Scale2 内食頻度 3 11.31 2.84 -.22 1.00 .703
Scale3 外食頻度 5 12.26 3.37 .33 -.30 1.00 .675
Scale4 中食頻度 3 6.51 2.40 .30 -.26 .24 1.00 .515
Scale5 ダイエットへの関心 4 13.02 3.39 .01 .05 -.13 -.11 1.00 .638
Scale6 健康食品の摂取 4 10.64 3.54 .08 -.07 .15 .05 .24 1.00 .653
Scale7 食べ物の安全性への無関心 7 21.23 4.60 .16 -.20 .21 .24 -.34 -.19 1.00 .597
Scale8 食への興味・関心 4 12.41 2.87 .14 -.10 .20 -.07 .03 .13 .00 1.00 .472
Scale9 料理することや食への母親の消極的態度 5 12.83 3.39 -.00 .03 -.05 .11 -.03 -.04 .24 -.09 .486
n=439
表７　食態度・食行動 9 尺度の基本統計量，尺度間相関およびα係数
男性  n=238 女性  n=201 α
Mean SD Mean SD t 値 男性 女性
Scale1 コンビニでの食べ物の購入頻度 6.69 1.87 7.21 1.99 2.82 ** .725 .828
Scale2 内食頻度 11.09 2.94 11.56 2.71 1.71 † .703 .712
Scale3 外食頻度 12.62 3.39 11.82 3.31 2.49 * .659 .707
Scale4 中食頻度 6.61 2.35 6.39 2.46 0.96 .519 .509
Scale5 ダイエットへの関心 11.89 3.35 14.35 2.93 8.09 *** .588 .624
Scale6 健康食品の摂取 10.34 3.54 11.00 3.52 1.98 * .658 .647
Scale7 食べ物の安全性への無関心 21.42 4.65 21.01 4.54 0.94 .589 .611
Scale8 食への興味・関心 12.05 2.91 12.82 2.78 2.81 ** .445 .487
Scale9 料理することや食への母親の消極的態度 12.74 3.33 12.93 3.46 0.56 .480 .502
*** p<.001 ** p<.01 * p<.05 † p<.10










の購入頻度が高いほど，内食頻度が低く（男性：r= -.195, p<.01，女性：r=-.275, p<.001），外食頻度（男
性：r=.368, p<.001，女性：r=.326, p<.001），中食頻度（男性：r=.267 , p<.001，女性：r=.356, p<.001）
が高いこと，内食頻度が高いほど，外食（男性：r=-.265, p<.001，女性：r= -.326, p<.001），中食頻度（男性：




r=.226, p<.01），食べ物の安全性に関心が強いこと（男性：r=-.431, p<.001，女性：r=-.244, p<.001）が示さ
れた．また，男性のみにおいて健康食品の摂取が多いほど食べ物の安全性に関心が強く（r=-.244, p<.05），
表９　食態度・食行動 9 尺度の性別による尺度間相関
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
男性 n=238
Scale1 コンビニでの飲食物の購入頻度 1.000
Scale2 内食頻度 -.195 ** 1.000
Scale3 外食頻度 .368 *** -.265 *** 1.000
Scale4 中食頻度 .267 *** -.187 ** .272 *** 1.000
Scale5 ダイエットへの関心 -.122 † .053 -.110 † -.128 * 1.000
Scale6 健康食品の摂取 .041 .002 .145 * -.018 .226 *** 1.000
Scale7 食べ物の安全性への無関心 .174 ** -.170 ** .235 *** .253 *** -.431 *** -.244 * 1.000
Scale8 食への興味・関心 .106 -.129 * .161 * -.064 -.031 .061 -.046 1.000
Scale9 料理することや食への母親の消極的態度 -.009 .026 -.095 .148 * -.066 -.027 .130 * -.128 *
女性 n=201
Scale1 コンビニでの飲食物の購入頻度 1.000
Scale2 内食頻度 -.275 *** 1.000
Scale3 外食頻度 .326 *** -.326 *** 1.000
Scale4 中食頻度 .356 *** -.338 *** .206 ** 1.000
Scale5 ダイエットへの関心 .056 -.030 -.074 -.074 1.000
Scale6 健康食品の摂取 .093 -.193 ** .194 ** .145 * .226 ** 1.000
Scale7 食べ物の安全性への無関心 .152 * -.221 ** .166 * .229 ** -.244 *** -.110 1.000
Scale8 食への興味・関心 .144 * -.084 .294 *** -.077 .000 .191 ** .077 1.000
Scale9 料理することや食への母親の消極的態度 -.004 -.020 .009 .075 -.013 -.053 .372 *** -.057








p<.05），外食頻度（男性：r=.235, p<.001，女性：r=.166, p<.05），中食頻度（男性：r=.253, p<.001，女性：










表 10 は，DEBQ における 3 尺度と BMI の基本統計量とそれらの相関係数，3 尺度のα係数である．3
尺度のα係数は .798 ～ .933 となり，信頼性が高いことが確認された．
3 尺度と BMI の性差を検討するために，独立した 2 群の t 検定をおこなった（表 11）．その結果，す
べてにおいて有意差が示され，女性が男性より抑制的摂食（t=6.72, p<.001），情動的摂食（t=5.21, 
p<.001），外発的摂食（t=5.79, p<.001）が高く，BMI が低かった（t=3.42, p<.001）．　
これらの 4 変数について性別に相関係数を算出した（表 12）．その結果，男女ともに有意であったのは，
情動的摂食と抑制的摂食（男性：r=.242, p<.001，女性：r=.231, p<.01），外発的摂食（男性：r=.208, 
p<.01，女性：r=.260, p<.001）であった．女性のみにみられた有意な相関は，外発的摂食と BMI であっ
た（r=-.194, p<.05）．また，抑制的摂食と BMI との関連については，男性のみに有意傾向が示されたが
（r=-.119, p<.10），女性では無相関であった．
n Mean SD 抑制的摂食 情動的摂食 外発的摂食 α
抑制的摂食 406 2.71 0.85 1.000 .888
情動的摂食 406 2.15 0.83 .297 *** 1.000 .933
外発的摂食 406 3.31 0.65 .023 .285 *** 1.000 .798
BMI 373 21.02 2.52 .027 -.037 -.102 * －
*** p<.001 * p<.05
表10　DEBQ3 尺度と BMI の基本統計量と相関係数，3 尺度のα係数
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（5）食態度・食行動 9 尺度，DEBQ3 尺度，BMI，使用金額の関連について
１）食態度・食行動 9 尺度と DEBQ，BMI との関連について
表 13 に食態度・食行動 9 尺度と DEBQ3 尺度，BMI との間の相関係数を示した．男女ともに有意な
関連性が認められたのは，抑制的摂食とダイエットへの関心（男性：r= .719, p<.001，女性：r=.710, 
p<.001），健康食品の摂取（男性：r=.255, p<.001，女性：r=.334, p<.001），食べ物の安全性への無関心
（男性：r=-.428, p<.001，女性：r=-.194, p<.01），外発反応性とコンビニでの食べ物の購入頻度（男性：
r=.207, p<.01，女性：r=.146, p<.05），外食頻度（男性：r=.277, p<.001，女性：r=.210, p<.01），食べ物
の安全性への無関心（男性：r=.165, p<.05，女性：r=.268, p<.001），食への興味・関心（男性：r=.249, 
p<.001，女性：r=.434, p<.001）であった．男性のみに有意な相関が得られたのは，抑制的摂食と中食頻
度（r=-.196, p<.01），外発的摂食と健康食品の摂取（r=.164, p<.05）であり，女性のみに有意な相関が得
られたのは，BMI と外食頻度（r=-.178, p<.05），食への興味・関心（r=-.174, p<.05）であった．
２） 使用金額と食態度・食行動 9 尺度，DEBQ，BMI との関連について
表 14 は，使用金額と食態度・食行動 9 尺度，DEBQ，BMI との間の相関係数である．使用金額と食
態度・食行動 9 尺度との間において男女ともに有意（傾向）であったのは以下の通りである．まず，自
由に使用できる金額が多いほど，購入・摂食頻度においてはコンビニでの飲食物の購入頻度（男性：
r=.164, p<.05，女性：r=.143, p<.05），外食頻度（男性：r=.294, p<.001，女性：r=.280, p<.001）が高く，
内食頻度が低いこと（男性：r=-.271, p<.001，女性：r=-.345, p<.001），日常の食態度・食行動において
は，より健康食品の摂取をしており（男性：r=.135, p<.05，女性：r=.267, p<.001），食への興味・関心
表11　DEBQ 尺度と BMI の性差についての t 検定結果
表12　DEBQ3 尺度と BMI の性別による相関係数
男性 女性  
n Mean SD n Mean SD t 値
抑制的摂食 214 2.54 0.86 192 3.08 0.75 6.72 ***
情動的摂食 214 1.95 0.81 192 2.37 0.80 5.21 ***
外発的摂食 214 3.14 0.63 192 3.50 0.61 5.79 ***





情動的摂食 .242 *** 1.000
外発的摂食 -.017 .208 ** 1.000
BMI .119 † .009 .034
女性　n=192
抑制的摂食 1.000
情動的摂食 .231 ** 1.000
外発的摂食 -.143 * .260 *** 1.000
BMI .028 -.006 -.194 *




が低く（男性：r=-.154, p<.05，女性：r=-.161, p<.05），外食頻度が高く（男性：r=.201, p<.01，女性：




の購入頻度（男性：r=.191, p<.01，女性：r=.234, p<.01），外食頻度がいずれも高いこと（男性：r=.269, 
p<.001，女性：r=.284, p<.001）が認められた．
使用金額と DEBQ3 尺度，BMI との間において男女ともに有意（傾向）であったのは，すべて外発
的摂食との間の変数であった．すなわち，外発的摂食をしている者ほど自由に使用できる金額（男性：
r=.128, p<.10，女性：r=.158, p<.05），昼食代（男性：r=.115, p<.10，女性：r=.171, p<.05），夕食代（男性：
r=.147, p<.05，女性：r=.169, p<.05），携帯使用料（男性：r=.230, p<.001，女性：r=.132, p<.10）いず
れも多いことが示された．
使用金額と食態度・食行動 9 尺度，DEBQ3 尺度，BMI との間において，男性のみに有意であった相関
は次の通りである．すなわち，自由に使用できる金額が多いほどダイエットへの関心が低いこと（r=-.149, 
表13　食態度・食行動 9 尺度と DEBQ3 尺度，BMI の性別の相関係数
抑制的摂食 情動的摂食 外発的摂食 BMI
n r n r n r n r
男性
Scale1 コンビニでの飲食物の購入頻度 214 -.125 † 214 .007 214 .207 ** 210 -.026
Scale2 内食頻度 214 .084 214 .030 214 .029 210 -.000
Scale3 外食頻度 214 -.105 214 .094 214 .277 *** 210 -.041
Scale4 中食頻度 214 -.196 ** 214 .072 214 .121 † 210 .076
Scale5 ダイエットへの関心 214 .719 *** 214 .078 214 -.113 † 210 .126 †
Scale6 健康食品の摂取 214 .255 *** 214 .122 † 214 .164 * 210 -.026
Scale7 食べ物の安全性への無関心 214 -.428 *** 214 -.043 214 .165 * 210 .033
Scale8 食への興味・関心 214 -.010 214 .090 214 .249 *** 210 .105
Scale9 料理することや食への母親の消極的態度 214 -.034 214 -.015 214 -.091 210 -.013
女性
Scale1 コンビニでの飲食物の購入頻度 192 .083 192 .052 192 .146 * 163 -.066
Scale2 内食頻度 192 -.121 † 192 -.052 192 -.070 163 .081
Scale3 外食頻度 192 .051 192 .066 192 .210 ** 163 -.178 *
Scale4 中食頻度 192 .022 192 .001 192 .121 † 163 .028
Scale5 ダイエットへの関心 192 .710 *** 192 .158 * 192 -.102 163 .143 †
Scale6 健康食品の摂取 192 .334 *** 192 .057 192 .105 163 -.112
Scale7 食べ物の安全性への無関心 192 -.194 ** 192 -.097 192 .268 *** 163 -.051
Scale8 食への興味・関心 192 .011 192 .110 192 .434 *** 163 -.174 *
Scale9 料理することや食への母親の消極的態度 192 .020 192 .110 192 .062 163 -.017






p<.05），BMI が低いこと（r=-.175, p<.05），食べ物の安全性に対して無関心であるほど昼食代（r=.184, 
p<.01），菓子代 （r=.210, p<.01），携帯使用料 （r=.160, p<.05）が多いこと，菓子代が多いほど食への興味・
関心が強いこと（r=.181, p<.05），であった．
自由に使用できる
金額 昼食代 夕食代 菓子代 携帯使用料
n r n r n r n r n r
男性
Scale1 コンビニでの飲食物の購入頻度 236 .164 * 236 .066 235 .077 235 .046 236 .191 **
Scale2 内食頻度 236 -.271 *** 236 -.154 * 235 -.122 † 235 -.122 † 236 -.089
Scale3 外食頻度 236 .294 *** 236 .201 ** 235 .172 ** 235 .152 * 236 .269 ***
Scale4 中食頻度 236 .027 236 .077 235 .051 235 .082 236 .061
Scale5 ダイエットへの関心 236 -.149 * 236 -.085 235 -.094 235 -.059 236 -.079
Scale6 健康食品の摂取 236 .135 * 236 .051 235 .065 235 .087 236 .048
Scale7 食べ物の安全性への無関心 236 .110 † 236 .014 235 .004 235 .008 236 .075
Scale8 食への興味・関心 236 .232 *** 236 .157 * 235 .167 * 235 .104 236 .154 *
Scale9 料理することや食への母親の消極的態度 236 -.077 236 -.000 235 .037 235 .001 236 -.057
抑制的摂食 212 -.083 212 -.039 211 -.028 212 -.004 212 -.011
情動的摂食 212 -.022 212 .097 211 .107 212 .144 * 212 .127 †
外発的摂食 212 .128 † 212 .115 † 211 .147 * 212 .095 212 .230 ***
BMI 208 -.023 208 .031 207 .037 208 .036 208 .050
女性
Scale1 コンビニでの飲食物の購入頻度 195 .143 * 201 .103 198 -.032 200 .109 194 .234 **
Scale2 内食頻度 195 -.345 *** 201 -.161 * 198 .011 200 -.120 † 194 -.390 ***
Scale3 外食頻度 195 .280 *** 201 .282 *** 198 .143 * 200 .236 *** 194 .284 ***
Scale4 中食頻度 195 .058 201 .037 198 -.117 200 .072 194 .090
Scale5 ダイエットへの関心 195 -.021 201 -.037 198 -.102 200 -.131 † 194 .081
Scale6 健康食品の摂取 195 .267 *** 201 .098 198 .028 200 .077 194 .130 †
Scale7 食べ物の安全性への無関心 195 .115 201 .184 ** 198 .059 200 .210 ** 194 .160 *
Scale8 食への興味・関心 195 .342 *** 201 .295 *** 198 .306 *** 200 .181 * 194 .093
Scale9 料理することや食への母親の消極的態度 195 -.141 * 201 -.101 198 -.050 200 -.038 194 -.074
抑制的摂食 186 .093 192 -.036 189 -.059 191 -.107 185 .025
情動的摂食 186 .092 192 -.060 189 .036 191 -.050 185 -.024
外発的摂食 186 .158 * 192 .171 * 189 .169 * 191 .088 185 .132 †
BMI 160 -.175 * 163 -.022 161 -.142 † 163 .123 159 -.074
*** p<.001 ** p<.01 * p<.05 † p<.10








べることへの親の消極的な態度」の 9 尺度を作成した．Scale1 ～ 4 は食の外部化に関連する尺度であり，
Scale5 ～ 8 は現代社会での食行動の特徴的な側面を測定する尺度であること，Scale9 は 8 尺度について
親の料理，食べ物への態度との関連を検討するために作成されている尺度であることから，構成概念妥当
性は確証されたといえよう．また，Scale5「ダイエットへの関心」は，DEBQ の抑制的摂食と概念的に同









まとまった行動特徴の傾向として存在しない，すなわち，1 つ 1 つの態度・行動は個々人に存在したとし
ても，それらの態度・行動が相互に関連しあうことがないということである．第２は，本研究で取りあげ
た態度・行動は，20 歳～ 40 歳代の女性にはまとまった行動特徴としてみいだされるが，大学生にはそ
のようにまとまらないということである．先行研究では，食品の購買に大きな影響を与えると考えられる
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